
  ※本紙は千代田地区内で取り組まれている、ささえあい活動に関する話し合いが開かれた様子などを皆さんへお届けする情報紙です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お宝 

  発見！ 

-０６- 

※地域のつながりやささえあいを生み出す活動を「お宝」と表現して紹介しています。 

地域内でのさまざまな取り組み・活動など、皆さまからの情報提供をお待ちしております。 

 
「信長による軍資金供出を拒み、焼き討ちに遭った。」との逸話（稲沢市観光ガイド book 引用）を残

す、南麻績町の真宗高田派「善福寺」。現在は様々な団体と協力し合い、地域のみなさんの憩いの場と

なるよう、様々な思考を凝らした活動を実践されています。今、稲沢の各地のお寺で様々な取り組みが

実施され、注目を集めています。その取組を取材してきました。 

◆樹齢 500年以上の「イブキ」がそびえ立つ歴史ある寺院で集いの場   

  問合先 社会福祉法人稲沢市社会福祉協議会 地域福祉グループ 担当：鷲見（すみ） 

    稲沢市稲府町１番地 稲沢市役所東庁舎 1階 （代表番号）0587-23-6713 

※本紙の作成費用は、稲沢市社会福祉協議会の会員会費を財源とさせていただいております。 

 

真宗高田派『善福寺』（南麻績町） 

住  所：稲沢市南麻績町郷内１７ 

連絡先：0587-36-2236（善福寺） 

※イベントスケジュールやフードドライブなど 

お気軽にお問い合わせください。 

   取組② ： 善福寺「みちくさ縁日」       。  
平成 24 年から始め、今年で 12 回目を迎える「みちくさ縁日」は、境内 

と本堂の全体を使った賑わいのあるお寺マルシェです。地元の方々も出店 

され、作品の販売やワークショップ、昔ながらの射的や金魚すくいの他、 

和太鼓演奏などで訪れた人を楽しませてくれています。 

 取組① ：善福寺「みちくさ音楽会」                   。  
「お寺に音楽を広める会」と協力し、年 1 回音楽会を開催 

しています。勇壮な和太鼓演奏で始まり、ジャズバイオリン 

や管楽器のアンサンブルなど、荘厳な雰囲気の本堂とマッチ 

した充実の演奏に、参加者も大満足の様子でした。 

社協マスコット 

「福ちゃん」 

料理教室 

 

元々お寺は地域の人々が集う、暮らし

の中心のような場所でした。 

善福寺には、取り組みを通じて、若い

世代が多く参加されていて、全体的に

力強さを感じました！ 

 

※写真：稲沢市井堀町地内 

 

写真：井堀バラ園（井堀中郷町） 
 
ひまわり畑でおなじみの寺尾園芸 
さんですが、本業であるバラの苗木
生産農家として、どなたでも楽しん
でいただけるように、20年程前か
ら「井堀バラ園」を無料で解放され、
訪れた方々を笑顔にされています。 
来訪者の声：『写真映えも良くて、 
毎年楽しみにしています！』 

千代田地域の                    活動File
ふぁいる

 

善福寺(南麻績町)の取り組み 

 取組③ ：『もったいない』を『ありがとう』に                。  
稲沢市社会福祉協議会で取り組む「フードドライブ」の受付場所として協力され、ご家庭 

で使いきれない、まだ食べられる食品を募集しています。寄せられた食品は、稲沢市社会 

福祉協議会が支援する生活困窮者世帯への食糧支援に活用される仕組みです。 

対象となる食品(※詳細は右二次元コードから社協 WEB サイトにて確認)を 

ご提供いただけるかたは、下記連絡先（善福寺）へまずはお電話ください。 

千代田地区生活支援体制整備推進協議体での取り組みを紹介 

  ※本紙は千代田地区内で取り組まれている、縁づくりやささえあい活動などに関する取り組みを皆さんへお届けする情報紙です。 

 
 

◆稲沢市社会福祉協議会 地域福祉グループ  

 住 所：稲沢市稲府町 1番地 市役所東庁舎 1階  ：0587-23-6713 
 

◆明治・千代田地域包括支援センター 

住 所：稲沢市井堀野口町２７番地         ：0587-36-8301 

   （ 特別養護老人ホーム第二大和の里内） 

相談先 

社協マスコット 
「福ちゃん」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「千代田あいさつ運動」は、千代田地区で生活するみなさんがあいさつによって関わり合うことで、気

を掛け合う関係性を広げ、地域での子育てや、ささえあう関係づくりに向けた第一歩として、右記の団

体を中心に、地域全体で推進している取り組みです。「千代田あいさつ運動週間」はいつもより少しだ

け、地域の人にあいさつすることを心掛けるだけで、特別なことをするわけではありません。 

  「千代田あいさつ運動」推進団体  ※参加団体随時募集中！ 
 

・千代田市民センター地区まちづくり推進協議会 

・千代田地区区長協議会 

・千代田地区民生委員・児童委員協議会 

・千代田地区老人クラブ連合会 

・千代田体育振興会 

・千代田中学校運営協議会 

・千代田小学校運営協議会 

・坂田小学校運営協議会 

・千代田地区生活支援体制整備推進協議体 

 

・社会福祉法人千代田会 千代田保育園 

・社会福祉法人附島福祉会 附島保育園 

・千代田小学校区子ども会連絡会 

・坂田小学校区子供会 

・千代田地域女性学級「千代の会」 

・千代田ヒナギクみらい子育てネット 

・千代田防犯パトロール隊 

・梅須賀のサロン『よってっ亭』(多世代サロン) 

 

団体の会合や、イベント時に「あいさつ運動」をプラスワン。無理なく取り組みませんか？ 

学校 

家庭 

地域 

◆ 家庭・学校・地域が連携 ～みんなで一緒に取り組もう！～ 

 千代田小学校生活委員会の皆さんを取材しました！ 

 

Q:生活委員会の普段の活動を教えてください。 

A:あいさつ運動について工夫したポスターを作ったり、 

廊下をみんなが走らないように声がけをしています。 

Q:あいさつ運動について、何を話し合いましたか？ 

A:学校でもなかなかあいさつが出来ていないこと。地域でも 

あいさつが出来るようにするにはどうするかということ。 

Q:皆さんのアイデアが街の取り組みになりましたね。 

A:ポスターと同じようにみんなが親しめるようになると良い。 

Q:千代田地域がどんな街になってほしいですか？ 

A:みんながあいさつできる地域。自分からあいさつしたい。 

※旗は千代田市民センター地区まちづくり推進協議会で制作されました。 

 がはじまるまで 

令和５年度当時：千代田小学校生活委員会の皆さん 

ステップ 1 

ステップ 2 

 

ステップ 3 
 

◆ 家庭の中で、意識してあいさつをしてみましょう 
普段何気なく交わしているあいさつは、相手を大切に想っていることを日常的に、気軽

に示せるチャンスです。おはよう。おかえり。ありがとう。繰り返しが大切です。 

◆ 職場や学校であいさつをしてみましょう 

あいさつは、自然にコミュニケーションのきっかけを作れる言葉です。職場や学校

で気持ちの良いあいさつをされると、嬉しい気持ちになりませんか？ 

◆ 地域であいさつをしてみましょう 

大切だとわかっていてもなかなか声に出して言えないものです。先ずは大人から進

んで地域の子ども達にあいさつをすることで、顔見知りの関係になりましょう。 

例：買物や犬の散歩、畑仕事の際など、負担にならない範囲で行いましょう。 

あいさつ運動の実践ステップ  ～できることからやってみよう！～ 
◆令和３年度：「千代田あいさつ運動」という統一名称で、各推進団体が取り組むことになりました。 

◆令和４年度：学校と地域が連携しながら、「千代田あいさつ運動」は広がっていきました。 

 

 

 

 

 

◆令和５年度：千代田小学校生活委員会の話し合いの中で、学校以外に地元でもあいさつをしやすくするため

に、「千代田あいさつ運動週間」を設定するアイデアが出され、千代田地区生活支援体制整備推進協議体で 

協議した結果、ごみゼロ運動から１週間を「千代田あいさつ運動週間」とすることが提案されました。 

◆令和６年度：千代田市民センター地区まちづくり推進協議会全体事業として、区長協議会等の協力を得て、 

秋のごみゼロ運動実施日に合わせて、各行政区で千代田あいさつ運動週間が実施されることになりました。 


